
死の谷を超えるための べン ヂャー経営の 

一 3 社のケース メ タディから 一 

                      ( テクノ。 インテバレーション / 早大知財戦略 研 ) , 

田辺孝二 ( 東工大イノベーションマネジメント 研 ) 

報 (2G2 2) で、 ベンチャ一企業の   

視点について 考察した。 本 報においては、 筆者らが 

っているいわゆる 大学務ベンチで 一 

る 。 設立後 3 年以上の 社を モデル ( 各社の概要についてほ 

の べンチャ一企業をもとにしているが。 

もつ企業の例を ミジ タスして。 型的は モデル会社にしてあ る ) として設定し 

て 経過と対応策の 例を取り上げる。 

をもとに。 その死の谷への 

めてみる " また、 実 & こ どのようにして 

るかを。 ベンチで一企業のマネ。 ジメント ら ケーススタデイすることを 

的とする。 

。 と " シ " 捧 スフ " ランがつ 靭月 

ことは。 ベンチャー支援の 各種 用により。 下記 

げ メリットを受けていることであ る。 

ンチャ一の設立と 補助金獲得 

スな移転と各種バッタアップ 

③インキュベーション 施設の活用などの 

しかしながら。 モデル 3 社はいずれも、 昨年 (2 
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面していた。 この 原 

来ていないというよりも、 ベンチ 

い 資金の流失 と予 

していたといえる。 

的 共通している ほ ついて挙げてみるが、 これら 

を したのが図 2 となる。 

( ベンチャ一企業自身の 

するターゲットやビジネスに 対する 認 

が 中途半端でポジショ 

により。 ベンチャー 精 

き 。 そのままでは ビジ 

に くに技術シーズ 展 

上げに上がらない 

の ポテンシャルは 低下 

実績不定のため、 本格販売までに V 、 力 " ない。 

ためべンチヤ 一の 規 

額 となり。 その費用が簡単に 集ま 

  もこ くくなる。 

対策 ( 伊め 

人材   
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を行なった特徴的な 項 

ッ クアップした。 

B からビジネス 指向と実 に 専念でき、 情熱 あ 

る 若手人材に変更 

ることにして。 必死でマーケテ 

客 対応が切実ではなかった 面。 

  大 

大学務ベンチャー 企 

の 状況をべ ー スに。 

社 の実情 と対 
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ッ クシー ト ほであ るともいえるが。 結果的にかなりのポイントが 一致し死の 

を 超えるためのヒントとなっていることが 

これらの各社については。 現在ベンチャ マネジメントの 

て 。 人 、 技術。 マーケットなどの 決する努力をする 

ことで、 一応の危 その主要な対策は 

ように。 マネジメントレベルの 意 ケティン こン 下の弓 

ノ N ソースを補完するプライアンスであ る。 

め     

日本のべンチャー 起業に対する 環境条件としてよいところは、 各種 

により。 早期でスムースなべンチヤ 一の設立と 

の 支援とデータの 利用。 インキュ ベ一 用などをうまく 利用 

できるところであ 

していえるのは。 ベンチャ一企業 

し 、 安易に作られたべンチャ 一企業ほど している状況であ るとい 

ぅ ことであ る。 まずはべンチャ 一企業自 助 努力での対応が 必要であ る 

          それを行なってきている 企業に対し の 不確定さや、 製品を 

とするための 不確定さを での適切な施策が 求 

められる。 

、 大学 発 ベンチャー ; と 発展のプロセス ( 

社干 U) 
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